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完成した平山台浄水場
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平 山台浄水場

t平山台浄水場の建設は全市給水計画に基づくものであ D、現在稼働中の大

阪上ー、、多摩平 ・三沢の各浄水場並びK三沢配水場についで、 5番目 K完成した

水道の主要施設であ bます。

当浄水場の完成により、既設浄水揚の給水範囲を調整し、過大負荷による水

圧低下を解消すると同時に未給水区域K対する給水を可能とするもので、本施

設は、既設多摩平浄水場、大阪上浄水場、並びK京王七生台の水道施設を無人

とし操作するととができます，

尚当浄水場の施設男Ij建設費 Kつ いてはつぎのとj:，~ .tですO

施設男fJ 工 事費

1配 水 池 P.O 5，000m' 47， 520，000円

Zポンプ 室 R.O 656 m (二階建) 40，590，000円

三機械設備 自己水ポンプその他 13，000，000円

4電気言十装設備 平山台浄水場内工事 50，000，000円

5遠方監祝制

御設備
多摩平浄水場改造を含む
大阪上浄水場

4 3，.0 0 0， 0 0 0円

6場内速絡管工事 1式 11，700，000円

立場内整備費 1式 6， 490，000円

給、 工 事 費 212， 300，000円



日野市の 水道

概況

日野市の地勢は概ね西部の台地と東部の平地とに大男りされる。

西部丘陵地帯の一部は八王子市と隣接しでいる。その北側を浅川が西よ b東

K流れ、市街地をはさみ北側を多摩川が流れ東部にないて合流している。

このよう左地勢の影響から、かつては豊富な地下水脈Kよb比較的容易K生

活用水が待られていた。従って市民の飲料水、其の他の雑用水は昭和 35年 6

月水道の給水開始迄浅井戸 K依存していたのが実情であ bます。昭和 34年日

本住宅公屈多摩平団地の建設時よ D都市化の現象が激しくな夕、地下水の粕渇、

水質の汚染等によ b、太陽、空気K匹敵する H水 ρ とれを供給する水道の重要

性が近代都市化による生活の向上等Kよタ近年益々著しいものとなってきた。

本市の水道は前述の推移に併せ計画施行がなされた、その経緯は、昭和 33 

年 3月に創設の認可を受け昭和 35年 6月 13白通水を開始した、当時の規模

は{民地域を給水区域としたもので給水人口 10，000人 1日最大給水量 1，700

m<とどく小規模のものであった。との筒ー白部の台地に日本住宅公団多摩平団地

。造成併せてその附近の宅地化によ b、急激K発展してきたため昭和 35年K

第 1期の拡張事業の認可を受け、新た K公団を除いた区域を加え計画給水人口

1 9， 5 0 0人 1日最大給水量ミ 315m"とし昭和 38年K当該事業を完成させ

た。

ついで昭和 38年K第 2財拡張計画を樹立同年 12月 27日事業認可を受け

翌 39年 2月多摩平日本住宅公団営水道を吸収併せて浅川両岸の未給水区域の

一部を含め給水区域とし、計画給水人口 64，000人 1日最大給水量 23，400

m"とし昭和 39年度よ b昭和 43年度完成了定で施行を民佑したo 然、しその後

の都市化の傾向更に著しく陥和 41年度に至り南部丘陵地帯K日本住宅公団K

よる団地造成並びに大小幾多の造成が急速に進む現状とそれに伴い浅川南岸地

域は地下水の枯渇並びに浅井戸の汚染が更Kはげしくなるととが予想され急認

前記第 2期拡張計画の変更計画を樹立、計画給水人口を 101，800人 1日f



大給水量を 38， 6 8 4 m8

とする認可を昭和 43年 2月8日付Kて受け昭和 46 

年度に完成させる目標で実施 して なbました。

しかし左がら、国鉄中央線、京王電鉄Kより者rs心と 30分-40分程度で結

ばれる本市は、全域的に 2拡計画立案時の予想、をはるかに上廻る進度 と規模K

よる開発が続けられている為 1部の未給水区域の住民は、自家水、又は小規模

水道(専用水道)vcよって当面の必需生活用水を待てはいますが、保健衛生、

消防水等K対する不安もあ b、生活水準の向上Kよる 1人当 bの使用水量の増

加等を考慮、すると、全市域を給水区域とする計画の樹立が急、がれてまいりまし

た。

前述の事情を勘案 し、 事業施行中の第 2期拡張変更計画と併行して、第 3期

拡張計画を立案、昭和 46年 2月20日付にて全市給水区域の認可を受けた。

同事業計画は昭和 53年の日野市総人口を 137， 000人と想定したもので

あ b 、その 9 7. 5 % VC~ たる 133， 500 人K給水出来る施設 (1 日 最大給水

量 53， 4 0 0 m
d

) を昭和 48年度末の完成をめざし現在施行中であタます。

ちなみに各事業計画の 1人 1日最大使用水量の積算の根拠が生活水準の向上

Kよb下記のよう K変化してな Dます。

言己

年度 事 業 言十 画 1人 1日最大使用水量
ー一

3 2 創設並び1拡 1 7 0 l 
ト一一一一一一ー

3 8 第 2期拡張計画 3 6 0 f 
『一

4 3 第 2期拡張変更計画 3'8 0 .e 
4 6 第 3期拡張計画 4 0 0 .e 

-2一



日 野 市 水 道 事 業の治・革

区 分 1;創 号t1)、ι 1 拡 2 拡 2拡変更 3 拡

認可年月日 1.833.3.31 8 3. 5~ 3. 1 4 I S 3 8. 12. 2 i， I 8 4 3. 2. 8 S46.2.20 

計画目標年次 rS5 O年夜 S50年装 1 S 5 0年度 1 S50相変 IS 5 3年度

中央線西側|浅川左岸の |左K浅川

地区の大部 !大部分と浅 !右岸の大!日野市全域と

分を拡張区 I) I1中部の右 !部分を力日|する。

域とするパ岸の一部を |える。

拡張区域と

する

計画給水人口 110，000人11S500人 lG49100人 ぜい01，800ベ133，500人
ト一一一一一一一一一一一 トーーヶ一一ー一一-I!--- ---+

1 8最大和水量 I1，7 0 0ば I3， 3 1 5d 門3，460ば if竺竺引53，4竺グ

工事施行動向 IS 3 3. 4 --.. S 373 (S 3 8. 1 2 "-' S 4 7. 3 I S 4 6. 4 ，.，._S 49.3 

ト 一一一一一一一 ; 一一一一一

122， 862千円 I 134 Q6 83千円 11，05~457 千円事業費 ....~....，'-'~.... IIJ  .... ，'V-x v.VVv  11';_1 
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水道料金収入に対する主な費用の比率
停

単位千円

年度別償却資産並び減価償却費

年度 償却資産 減価償却]費

35 26，894，109円 962，097円

36 33，662，113 1，2 70，3 4 7 
37 212，711，542 3，129，693 

38 244，795，907 9，7 10，635 
39 25 1，1 1 4，4 99 10，2 20β40 
40 256，679，546 10，702，592 

41 416，405β12 17，267，810 
42 47 4，34 3，3 6 1 19，334，095 
43 556，616，282 21，978，165 

44 608，406，014 23，077，473 

45 1，082，301，5 93 33，670，423 

46 1，313，290，883 38，402，283 

-4-
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オく 源 施 七昆J又L 

日系列一 深度 |湯水能力 竣工年月日| 会v旦i 所

I % 
1号井 1300 

2号井 1300 160 

120 

m8 

1. 4 40 83 5. 4 日野市日野 5646 

1， 680 83 6. 1 " 11 6 3 3 9 

1，080 831. 1 0 IN 多摩平 2丁目 7の 2

l 11 . " 6丁目 29 

1 96o I 8 3 5. 4 I /1 11 2丁目 14 

一両日~0 1 9 60 同寸 /1 /1 2了白 10 

-弓正13001185一円6801-840.5 1 11 日野 5288 

ト ι村竺o~ ! 1， 6801840. G十 三 多摩平 3丁目 21 

之内 4

1巳~~__O l L竺~~~ 多摩巴!33 

14号井 13001200 1，400 1845.6 /1 日野 57 30---6 
トー

15号井 |300 |200 | 1，400 1844. /1 新井 420--2

16号井(3001200 I 1， 400 1844 6 11 /1 594---2 

;「日
17号井 3001250 1 1，400 1844. 6 /1 三沢 2号 469

18号井 400 1200 1， 4001845. /1 ニ沢 559

計 I I 124，300 
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三多摩分水問題の久子:過

当市の水道はすべて水泳を深井戸によっても'とめていましたが、地下水源

の別用度の増加にともない、水緑、の水位低下現象が、加速的K現われ、将来

の水掠を地下水のみに依存できない状態になってきました。まずとの水源問

題(地下水の不足〉がはじめて生じた武蔵野市が中心とな夕、昭和 37年k

f北多摩水資源対策促進協議会jを発足させ、多摩川の水源を三多摩地域へ

分水路とする要望菩を東京都へ提出致しました。

その後、三多摩地域の計画給水量の基従調査ならび多摩川分水路等の調査

が行われました。また将来にわたる需給計画の策定とその具体化をはかるた

め、都副知事を会長とする「三多摩地区給水対策連絡協議会jが設置されま

した。

そして各市町村の計画給水量、不足水量の充足方針等について検討が重ね

られました。その結果要望のあった多摩川水路にヲいては、三多摩地域を広

域的に継続して給水するととは現在の多摩川では水資源的K無理という ζ と

で、多摩川水源にかわ b昭和 39年 7月はじめて都の開発事業とまっている

刺根川水系の開発Kよb、三多摩地域へ昭和 40年から(昭和 45年三多摩

地域で不足する量 1日68 3， 0 0 0 Ttf)分水することが決定されました。そ

して、

l各市町村が単独K計画する場合

之各市町村が一部事務組合を設立して計画ーする場合

三都と共同施設Kよる場合

等の内容が検討されましたが、大規模を要する工事であるととを考慮すれば

前項Kフいては、施設費、維持管理費が増大し一連の効率的推進方法に不均

衡を生ずるとと左どから、最終的K都が事業主体と左 b昭和 40年度から着

工する。第 2次利根川系水道拡張工事の中で事業化をはかD、浄水を各市町

村の配水施設に分水するとと Kなタました。

送水方法については次のことが決定されました。

-7-



1.受水地点までの工事は都が施工する。

Z受水地点は各市町村行政境とし 1ク所にする 0

3受水方法は連続一定量を原員IJとする。

4配水受水池は分水を受ける各市町村側で設置する。

その後工事は順調に進み当市では小作浄水場よ bの送水管が 46年度に接続さ

れ同年 7月 11日よ b分水を受け始めました。

分水料金Kついては、都側からはじめ区部の財政計画、原伯計算の中から分

水量 1m
8

当 .!?2 2円とする提示があ bましたが市長会ではとの単位で分水を受

けた場合、水道財政K大きな負担が生じるため区部と同一料金の 1m"当.!?1 4 

円として措置されるよう要望書の提出を行ないました。その後も再三Kわた b

料金問題の交渉を行左い最終的vr:1 m
8

当.!?1 9円と決定されました。

この分水料金につきましては、現在特に問題と左 っている三多摩Lの格差是正

というととから異論のある ζ とでる夕、との点からも水道一元化問泡が生じ目

下検討されているところであ bます。

尚当市の右目分71<:受水年次計画は下表の通タですO

圧とl 給水人口
!自己水源、

年関紙、配水量
年同取水量

都分水受水量(予定)

人 m. 刀l mJ 

o/o 

4 6 79.002 7， 634， 060 7， 553，243 80，817 '( 11) 

4 7 8 6， 7 8 2 8，831，296 8， 165，296 666， 000 ( 7.5) 

4 8 94，600 弓750，700 7， 228，5 50 2， 5 2 2， 1 5 0 (2 5. 9 ) 

一
4 9 102， 350 7， 274，450 3，4 1 2， 7 5 0 (3 1. 9 ) 

5 0 111，200 11，607， 000 …47huM053(319〕

言十 111，200 48，510，256 3 7， 4 2 9， 4 8 6 I 1 1， 0 8 0， 7 7 0 (2 2. 8 ) 

-8-
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